令和７年度 愛知県栄養教諭研究大会




令和７年８月２５日（月）名古屋市中小企業振興会館にて研究大会が開催されました。

開会行事 
愛知県教育委員会 保健体育課 課長 祖父江達夫様にお越しいただき、お言葉を頂戴しました。

研究発表　瀬戸市
[image: ]「朝食の重要性を理解し、
栄養バランスを考えて毎日朝食を食べる子の育成
－一人一人の朝食の改善に向けて－」
瀬戸市立品野中学校　栗田　陽子　先生
　中学２年生を対象に、朝食の摂取状況調査を行ったところ、朝食を毎日食べている生徒は68.6％で、「あいち食育いきいきプラン2025」における目標値「朝食を毎日食べる習慣がある小中学生の割合98％以上」にはほど遠いことが分かった。そこで、朝学習の時間に担任とのTTで朝食の重要性を理解させ、その後、簡単で栄養バランスのよい朝食作りや朝食ステップアップカードに取り組ませた。ま
た、学級活動では、食事と生活リズムを見直す授業を担任が行った。その結果、朝食を毎日食べる生徒は8.1%増加し、7６.７％の生徒が朝食の内容を以前よりもよくすることができた。
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指導助言者
瀬戸市立にじの丘小学校　栄養教諭　杉野由起子　先生
　東浦町立北部中学校　　　栄養教諭　小田　敦子　先生

研究発表、質疑応答後のグループ協議では、「生徒との関わり方や指導の方法」「学級担任等との連携の仕方」「家庭との連携の仕方や啓発の方法」の３点における栄養教諭の関わり方について話し合いました。各グループからは以下の意見がありました。
・栄養教諭が生徒と信頼関係を築けていたから、生徒への声かけがとても効果的だった。給食の時間に限らず、登校時や掃除、部活動等さまざまな場面で声かけをすることが大切である。
・朝食の摂取状況調査の結果から、生活リズムに課題があることが早めに分かっていたと思うので、養護教諭と連携するとよかったのではないか。
・朝食レシピのアイディア特集を配付したことで、家庭への意識付けにつながった。レシピに加えて、栄養教諭の専門的な知識を入れるとよかったのではないか。








協議後に、指導助言の先生方からは以下のようなご指導がありました。
実践の発表を聞いて意見を言うのは簡単だが、研究実践を行いまとめるのは大変であることを知ってほしい。中学校は、時間がないと言われている中でも、先生方と連携し工夫することができていた。朝食についての指導内容を毎年進化させてよりよいものに、そして栄養教諭が異動してもその指導が続くような仕組みを作ってほしい。
　今回の実践のキーワードは、「子ども」である。保護者の信頼を得るためには、まず子どもとの信頼関係を築くことが大事である。栄養教諭として、子どものことをよく理解してほしい。実践を行ってもなかなか変化がない生徒については、今後どのように関わっていくかを考える必要がある。本人や家庭に関わるデリケートな問題を含む場合もあるため、定点で結果を記録して学級担任等の関係者に伝えておくことも大切である。






　




　研究発表と分科会を通して、「連携」の仕方や認識を考え直したという感想が多くありました。
家庭との連携では、一方的におたより等で情報提供をしている学校が多いことが、グループ協議を通して明らかになった。栄養教諭と保護者が直接話をする機会は少ないので、試食会や学校保健委員会等、保護者が来校する機会を活用していきたい。




先生方や家庭との連携が難しいと感じていたが、子どもたちへのアプローチに対して、先生方の視点と栄養教諭の視点を合わせていくことも連携の一つだと協議を通して知ることができた。これからは先生方と積極的に話をしていきたい。





[bookmark: _Hlk210136022]研究発表　岡崎市
「集団での給食活動における
個別最適な栄養摂取を目指した取組」
岡崎市立福岡中学校　永田　祐己　先生
中学１年生を対象に、学校給食における「ご飯の摂取量」に着目し、生徒一人一人に応じた適切な栄養摂取を目指した取組を
行った。背景には、令和5年度の食事アンケートで「給食の量が多い」と感じる生徒が多かったことや、給食時のご飯の盛り付け量について、極端な減量や過剰なおかわりによる偏りが見られたことがある。そこで、家庭科の授業で自身の必要栄養量とご飯の適量を計算し、給食時に、盛り付けたご飯を計量して記録する活動を
行った。さらに、学級活動で、より多くの生徒が適量に近づけるよう、給食当番が学級の中央値を基準にご飯を配膳することとした。これらの実践から、給食時に適量を意識した生徒は15.6%から82.7%に増加し、実際に適量を摂取した生徒は25.0%から42.3%に増加した。

[image: 会議室に集まる人々

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]




[image: キッチンで料理をしている人達

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]








指導助言者 
西尾市立鶴城小学校　　　　　栄養教諭　丸山真奈美 先生 
愛知県教育委員会保健体育課　指導主事　平林　加奈 先生

研究発表、質疑応答後のグループ協議では、「研究のまとめ方について、論旨の筋が通っているか」「生徒一人一人の最適な栄養摂取を目指すにあたり、手だては適切だったか」「栄養教諭の関わりに関して、栄養教諭の専門性をどう考えるか」の3点を話し合いました。各グループからは以下の意見がありました。
・論旨の筋が通っているかの観点で見ると、自身のご飯の適量が分かった後の学級活動では、ふだんの量と適量を見比べ、自分の課題に気付く授業だとよかったのではないか。
・推定エネルギー必要量の活用について話し合った。成長曲線では具体的な数値を示すことが難しいため、目安として活用するのは有効だった。算出したエネルギー量に応じてご飯の適量を計算する活動を通して、「エネルギー量は主食の量によって調節することができる」という気付きにつながった生徒もいたのではないか。
・担任や養護教諭等、他の教員と連携した場面が本文から読み取れるとよかった。また、配膳量の資料を作成して市で共有したことが、次につながる指導としてよかった。











協議後に、指導助言の先生方からは以下のようなご指導がありました。
栄養教諭は、管理栄養士としての資質と、教諭としての資質を併せもつ教員である。個々のエネルギー摂取量の過不足は成長曲線で評価していくことが「日本人の食事摂取基準」に明記されており、その考え方を理解することは管理栄養士にとって必須である。その上で、この研究がどうしたらもっとよくなるかを考えてほしい。そして私たちが今、さらに学ぶべきは、「教員としての資質」である。子どもを導くために、誰とどのようにつながりどのような効果が得られるのかを意識し、食育推進の中核としての視点をもって取り組むことが重要である。
研究をする目的とは、まずは子どもの成長のため、そして教師自身の成長のため、さらに実践者・参加者の成長のためである。今回のように、実践された研究の価値を栄養教諭間で共有していくことが大切である。











同じ課題を抱えているという学校が多くありました。栄養教諭の専門性を生かしたアプローチ、また、データの取り方や提示の仕方について勉強になったという感想が多数ありました。
　給食のよくある課題の一つについて、細かくデータを取りながら研究を進めていた。データを他者へ分かりやすく伝えるための図やグラフの作成•提示の仕方も参考になった。



　ご飯の残食は、自分の学校でも課題である。指導が難しい課題を積極的に取り組んでいる先生を見て、私自身も２学期以降の指導を頑張ろう、難しい課題にも前向きに取り組もうと思った。



講演 
演題「栄養教諭を中核としたチーム学校づくり」
講師 愛知県教育委員会保健体育課　主査　天野万喜男　氏
[image: ]
[bookmark: _Hlk224554093]はじめに天野先生より、“栄養教諭を中核としたチーム学校づくりを進めるために、「何を」「どのように」「誰に対して」しますか。”という大切な問いかけがあり、チーム学校を築くために、中核となる栄養教諭としてすべきことを改めて考え直す機会となりました。
食に関する指導の全体計画においては、数値化の重要性についてご教示いただきました。全体計画①は、子どもの実態を数値化した上で、一年間で取り組むべき課題を精査して目標値を設定すること。そして、実態把握から評価（目標値）までは、目標達成のための手段であるという構成を学びました。さらに、全体計画②はカリキュラム・マネジメントであり、目指す子どもの姿を明確にし、子どもの実態に応じて必要な取組をマネジメントすることが必要であること。全体計画が食に関する指導の羅針盤となるように整理して、活用することが大切であることが分かりました。
また、子どもたちの思考に寄り添い、主体的・対話的で深い学びを促す指導の演習を通して、子どもを変容に導く方法を考えました。「子どもの思考に寄り添う」と一言で言っても実践は難しいこと、一方的な知識の伝達ではなく、子どもたちが自ら最適解を導き出す過程にも価値があるということが分かりました。子どもたちは一人一人違うため、担任等と連携して子どもたちの思考に寄り添い、「個」を見取った食育を進めることが重要であり、子どもたちが「自分にもできる」と意欲的になるように、言葉かけや問いかけを工夫していきたいと思いました。
最後に、「社会人基礎力」のお話がありました。「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」の3つのうち、特に栄養教諭には「チームで働く力」が重要であり、多様な人々と関わりつながりながら、共に目標に向かってほしいという願いをこめてお話しくださいました。
天野先生の「変わるチャンスはいつも自分。まず自分たちが変わらなければ何も状況は変わらない」とのお言葉より、まずは自分が変わらなくてはならないと思いました。「栄養教諭は食で子どもを幸せにする唯一の職員である」という自覚をもち、チーム学校で食育を推進できるよう、中核としての栄養教諭の役割を果たすべく努力をしていきます。　講演を通じて、「栄養教諭は食で子どもを幸せにできる存在」であることを改めて実感しました。子どもたちが「食は大切、食は楽しい」と感じられるよう、私自身が楽しみながら食育に取り組み、主体的に考えさせる授業を実践していきたいです。

【ご講演を拝聴しての感想】

講演 演題「栄養教諭を中核講演 「変わるチャンスはいつも自分」というお言葉に、自分自身の行動変容の大切さと、子どもたちの主体的な食の学びの必要性を感じました。栄養教諭として学校全体を巻き込んだ食育推進に向けて、教職員との対話を大切にしながら、一歩ずつ取り組んでいきたいと思います。
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